
 

丸亀城石垣保全調査事業 

石垣変位測量、地盤の変位測量について 

 

（１）石垣変位測量 

①測量箇所：三の丸北石垣２面（115 面、117 面） 

②測量点：各面 10 点、計 20 点 

③測量実績：２か月毎に測量 

年度 測量月 回数 

令和元年度 12 月、２月、６月、７月  ※２月は２回測量 ５回 

令和２年度 ６月、７月、８月、10 月、12 月、２月 ６回 

令和３年度 ５月、７月、９月、11 月、２月 ５回 

令和４年度 ５月、７月、９月、11 月、２月 ５回 

令和５年度 ５月、７月、９月、11 月、２月 ５回(予定) 

 

④変位結果 

115 面 

令和 4 年 5 月～令和 5 年 2 月（5 回）の、各 1 回の観測差は、大きい箇所で 3mm～

4mm 程度と少量であること、また令和３年度末までの変位結果と比較し、観測差方向に

も偏りがないため累積変位はないと考えられる。 

117 面 

令和 4 年 5 月～令和 5 年 2 月（5 回）の、各 1 回の観測差は、大きい箇所で 2mm 程

度と少量であること、また令和３年度末までの変位結果と比較し、観測差方向にも偏り

がないため累積変位はないと考えられる。 
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測量箇所位置図 
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115 面シート位置図 117 面シート位置図 
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史跡丸亀城跡三の丸北石垣変位計測

縮尺　１：８０

標高及び左右位置の変動量　ｍｍ

（R1年12月測定）

記 載 例

Ｘ

Ｙ

変
動
量

変
動
量

（R2年○月測定）

（R2年○月測定）

初回測定値 令和元年　12月 25日測定 （初回）

凡　例

立面

石垣

変動量図（立面）
石垣天端

地　盤　高

（115面）

（115面）

令和4年　 2月 25日測定 （16回目）※累計

令和4年　 5月 25日測定 （17回目）

令和4年　 9月 22日測定 （19回目）

令和4年  11月 22日測定 （20回目）

令和5年　 2月 21日測定 （21回目）
11505

令和4年　 7月 22日測定 （18回目）
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史跡丸亀城跡三の丸北石垣変位計測

縮尺　１：１００

標高及び左右位置の変動量　ｍｍ

（R1年12月測定）

記 載 例 Ｘ

Ｙ

変
動
量

変
動
量

（R2年○月測定）

（R2年○月測定）

初回測定値

令和元年　12月 25日測定 （初回）

凡　例

立面

石垣

変動量図（立面）

（117面）

（117面）

石垣天端

地　盤　高

令和4年　 2月 25日測定 （16回目）※累計

令和4年　 5月 25日測定 （17回目）

令和4年　 7月 22日測定 （18回目）

令和4年　 9月 22日測定 （19回目）

令和4年　11月 22日測定 （20回目）

令和5年　 2月 21日測定 （21回目）
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石垣ゲージ測量箇所
①17ヶ所

②19ヶ所

⑥16ヶ所

③12ヶ所

⑤16ヶ所
④５ヶ所

測量箇所７エリア、計85ヶ所
1か月に１回確認
令和３年４月～



 

（２）地盤変位測量 

①測量箇所：三の丸北石垣斜面部２か所（R1No.1、R3No.1）  

  

②測量実績：R1No.1 令和元年 12 月～  

      R3No.1 令和３年７月～  

      ※各箇所１か月に１回  

  

③測量箇所 
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④変位結果 

R１No.1 

  

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

凡例 
地質                                             

  ：盛土                                           
  ：強風化花崗岩（D 級）   
 

 

地下水位                                            
  ：観測期間中最大 （GL-3.8m） 
  ：定常時     （GL-4.2m 前後） 
  ：観測期間中最低 （GL-5.0m） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
A 軸方向では深度 4m 以浅でマイナス方向（谷側）
への変位がみられ、B 軸方向ではプラス側とマイナ
ス側を行き来している。 
A 軸方向では、約 3ｍｍの累積変位が見られるため、
引き続き継続的に観測を実施する。 

最大 17mm 程度 
の変位 

1〜2mm 程度 
の変位 

8

R4.10.6 委員会
にて報告済

今回報告事項

孔口標高25.9m

8



 

R３No.1 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

凡例 
地質                                             

  ：盛土                                           
  ：安山岩（風化貫入岩）（D 級） 
  ：強風化花崗岩（D 級）  
  ：風化花崗岩 （CL 級）  
 

 

地下水位                                            
  ：観測期間中最大 （GL-7.8m） 
  ：定常時     （水位無し） 
  ：観測期間中最低 （水位無し） 
 

定常時は 
水位無し 
（GL-12.5m 以深） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
A 軸方向及び B 軸方向では、プラス側とマイナス側
を行き来するものの、その変位は微量（深度 0.5m で
A 軸：-1.26〜3.03mm、B 軸：-1.63〜0.67mm）であ 
り、その挙動に累積性は見られない。 

最大 3.0mm 
程度の変位 

1〜2mm 程度 
の変位 
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